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　  財政課　TEL23・5113

●会計の種類
　市の会計は、次の三つに分かれま
す。

一般会計（２～５ページ）
　生活に密着した福祉や教育、道路
や公園の整備など、市政の基本と
なる会計です。

特別会計（６ページ）
　国民健康保健や、介護保険など、
特定の事業や資金について、その
収支を明確にするために一般会計
と分けて整理する会計です。

公営企業会計（６ページ）
　水道料金、下水道使用料などの収
益によって運営される独立採算の
会計です。

●市の財政状況（７ページ）
　市の財政状況をお知らせするため
に、財政健全化判断比率などをお
知らせします。

減少した主な経費

23年度 前年度 減少額

教 育 費 65億9,099万円 71億6,347万円 -５億7,248万円

土 木 費 99億5,077万円 104億3,961万円 -４億8,884万円

農林水産業費 25億6,245万円 29億5,004万円 -３億8,759万円

増加した主な経費

23年度 前年度 増加額

民 生 費 195億4,091万円 191億 31万円 ４億4,060万円

公 債 費 85億 278万円 83億7,113万円 １億3,165万円

議 会 費 ４億4,996万円 ３億3,740万円 １億1,256万円
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■市税全体の推移

市税全体の推移を示したものが上のグラフで、そのうち変動の大きい市民
税（個人+法人）の推移を示したものが下のグラフです。市民税（個人+法人）
の平成23年度の決算額は、世界的な経済の低迷などにより、平成19年度
をピークに約18億円減少しています。
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市税は約１％増の209億円

歳入の３割近くを占める市税は、前年度と
比較して0.9％、１億9,000万円増加しまし
た。このうち固定資産税は、１％減の約100
億円、市民税は２％増の約82億円、市たば
こ税は16％増の約10億円でした。

市債は約８％減

市債は、前年度と比較して8.1％、約６億
3,000万円減の約72億円でした。市債の９割
以上は、返済に対する国の支援が手厚い合
併特例債と普通交付税の不足分を埋めるた
めに発行される臨時財政対策債です。

一般会計 　平成23年度は前年度に引き続き、地域経済を支えるため
の経済対策事業や、雇用・就労の機会を創出するための雇用
対策事業に取り組むとともに、子ども手当の支給や学校など
の施設建設など様々な施策を実施しました。

歳入は2.4％減の711億円
歳出は1.8％減の684億円

自主財源：市税、使用料など市が自主的に得られる財源
依存財源：地方交付税、国・県支出金、市債など国や県の基準によって定められた額が交付される財源

歳入

歳入合計
  710億5,807万円
（前年度比2.4％減）

地方交付税
156億504万円（22.0％）

【地方交付税の内訳】
普通交付税 141億3,269万円
特別交付税 14億7,235万円

市債
71億9,680万円
（10.1％）

国庫支出金
67億178万円
（9.4％）

県支出金
39億8,191万円
（5.6％）

その他
87億8,720万円（12.4％）
（施設の使用料や各種
証明手数料など）

諸収入
78億8,054万円
（11.1％）

自主財源　49.0％

依存財源　51.0％

市税
209億480万円
（29.4％）

【市税の内訳】
固定資産税 100億3,552万円
市民税  82億 40万円
都市計画税 12億2,768万円
市たばこ税 10億4,210万円
軽自動車税 ３億5,345万円
入湯税 4,565万円

全体の約３割を占める
民生費が約２％の増

民生費は、子ども手当支給、自立支援給付な
どが増えたことにより、前年度と比較して
2.3％、約４億4,000万円増の約195億円でし
た。

土木費、教育費は減少

土木費は、都市公園整備などの減少により、
前年度と比較して4.7％、約４億9,000万円
減の約100億円でした。
教育費は、小中学校の施設整備などの減
少により、前年度と比較して8.0％、約５億
7,000万円減の約66億円でした。

歳出

消防費
18億339万円
（2.6％）

労働費
２億7,321万円（0.4％）

災害復旧費
１億4,459万円
（0.3％）

歳出合計
683億9,455万円
（前年度比1.8％減）

民生費
195億4,091万円
（28.6％）

土木費
99億5,077万円
（14.5％）

総務費
90億2,887万円
（13.2％）

教育費
65億9,099万円
（9.6％）

商工費
56億5,578万円（8.3％）

衛生費
38億9,085万円（5.7％）

公債費
85億278万円
（12.4％）

農林水産業費
25億6,245万円（3.7％）

議会費
４億4,996万円（0.7％）
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～雇用の促進と労働者福祉のために～

労働費［2.7億円］
○労働者福祉事業……………………………… １億6,225万円
 労働者が安心して働くことができる職場環境の整備や福利
厚生の向上のため、退職金共済掛金の助成や、住宅建設資
金、生活資金の融資などを行いました。

○雇用対策職業訓練事業…………………………… 4,484万円
　（雇用創出奨励補助金ほか）

～子どもたちの教育などのために～

教育費［66億円］
○小中学校施設整備事業……………………… 10億8,417万円
　（傍陽小学校・塩田中学校改築事業、耐震補強事業ほか）
○丸子図書館整備事業………………………… ５億2,687万円
 老朽化した丸子金子図書館の新築移転工事が完了し、今年
の5月1日に開館しました。

○公民館施設整備事業………………………… ４億7,890万円
　（城南公民館建替事業ほか）
○幼稚園助成事業……………………………… １億 339万円
　（私立幼稚園就園奨励費補助金ほか）

～道路や河川などの整備のために～

土木費［100億円］
○市道新設改良事業……………………………  17億8,378万円
　（五反田新屋線、上田橋中島線、神畑原峠線ほか）
○道路維持事業（小沢根線ほか） …………… ４億9,516万円
○交通運輸対策事業（別所線安全対策事業費補助、
 廃止路線代替バス運行費補助ほか）……… ３億4,170万円
○交通安全施設整備事業……………………… ３億 438万円
　（小島手塚線、黒坪長島線ほか）
 歩行者の安全と交通の円滑化を図るため、歩道を整備し交
通安全対策に努めました。
○市営住宅改修事業…………………………… １億 407万円
　（千曲町団地給湯器・浴槽設置工事ほか）

～公共施設などの復旧のために～

災害復旧費［1.4億円］
　昨年の５月および９月に発生した豪雨災害で被害を受けた
道路、農地などの復旧工事などを行いました。

～借りたお金の返済のために～

公債費［85億円］
○通常償還分（元金および利子） …………… 84億9,995万円

目的税（入湯税および都市計画税）の使いみち

●入湯税は、温泉のある市町村が、観光施設の整備、消防施設な
どの整備、環境衛生施設の整備などに要する費用に充てるため、
入湯客に納めていただく目的税です。

【入湯税4,565万円を充てた主な事業】
○観光施設の整備…………………………………………… 249万円
　共同浴場整備
○観光振興（観光施設の整備を除く） …………… １億6,112万円
　別所温泉旅館組合補助金、丸子観光協会補助金、真田地域広告
料、武石地域夏祭り事業ほか

○消防施設等の整備……………………………………… 3,366万円
　消防車両整備、消防水利整備
○環境衛生施設の整備…………………………………… 7,888万円
　特定環境保全公共下水道（西内処理区）事業の地方債償還ほか

●都市計画税は、都市計画事業などに要する費用に充てるため、
都市計画区域内の土地または家屋の所有者に納めていただく目
的税です。

【都市計画税12億2,768万円を充てた主な事業】
○街路の整備………………………………………… １億1,003万円
　天神町新屋線ほか
○公園の整備……………………………………………… 4,295万円
　信州国際音楽村周辺公園整備ほか
○下水道の整備……………………………………… 13億5,461万円
　上田処理区、南部処理区、丸子処理区ほか
○上記事業の地方債償還…………………………… 45億6,037万円

整備された
傍陽小学校

就職を支援する
面接会の様子

整備が進む
上田橋中島線
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～ごみ処理や健康づくりなどのために～

衛生費［39億円］
○ごみ処理事業（収集・処理委託など） …… ５億2,677万円
○予防対策事業（予防接種の実施など） …… ４億5,739万円
○周産期医療緊急対策事業………………………… 9,950万円
 医師確保のため、医学生の修学資金貸付、産院の医師報酬
の補助などを行いました。

○環境衛生事業……………………………………… 9,015万円
 太陽光発電システム設置に対する補助、環境美化監視員に
よるパトロールなどを行いました。

～市の全般的な事務のために～

総務費［90億円］
○企画調査事業………………………………… 25億9,797万円
　（交流・文化施設整備事業関連経費ほか）
○地域自治センター施設整備事業…………… ４億9,152万円
　（川西地域自治センター整備事業ほか）
○自治会関係事業……………………………… １億6,540万円
　（広報等配布業務委託、コミュニティ活動等交付金など）
○市民協働推進事業………………………………… 4,067万円
　（わがまち魅力アップ応援事業補助金、上田市自治基本条
例啓発・広報費ほか）

○災害復旧支援事業………………………………… 2,685万円
　東日本大震災被災地復興支援のため、ボランティアバス
パック事業の実施や救援物資の購入などを行いました。

～農業・林業の振興のために～

農林水産業費［26億円］
○土地改良事業（農道整備、水路改修など）… ２億4,284万円
○松くい虫防除対策事業……………………… １億6,342万円
 松くい虫の被害拡大を防止するため、被害木の伐

ばっ

倒
とう

くん蒸
処理や地上薬剤散布などを行いました。

○有害鳥獣防除対策事業（侵入防止柵整備費補助ほか）
 　　　……………………………………………… 6,800万円
 ニホンジカやイノシシなどの有害鳥獣から農作物を守る取
り組みとして、捕獲、防護、環境整備などの対策を実施し
ました。

○遊休荒廃農地再活性化事業……………………… 1,604万円
　（遊休荒廃農地活性化対策事業補助金ほか）

～救急・消防のために～

消防費［18億円］
○消防団運営事業……………………………… ２億2,881万円
 災害時に迅速・円滑に対応するため、消防団活動の拠点と
なる分団詰所の新設工事などを行いました。
○消防施設整備事業………………………………… 4,561万円
　（耐震性貯水槽・消火栓の新設・改修など）

～商工観光の振興のために～

商工費［57億円］
○中小企業金融対策事業……………………… 43億9,965万円
　（中小企業の資金繰り支援、利子補給など）
○観光施設整備事業…………………………… ４億3,149万円
　（武石番所ヶ原スキー場改修事業ほか）
○商工業団体支援事業……………………………… 5,664万円
 商工会議所・商工会への補助や商店街のイベントなどの事
業への補助などを行いました。
○工業振興事業……………………………………… 4,445万円
　（新技術等開発事業助成金、販路拡大支援事業補助金など）

～福祉や子育て事業のために～

民生費［195億円］
○子ども手当支給事業………………………… 31億7,737万円
○自立支援給付事業…………………………… 21億2,195万円
　（施設支援給付費、居宅介護等支援給付費など）
○保育所管理運営・施設整備事業…………… 13億5,486万円
 東部保育園の耐震補強工事や耐震診断が必要な保育園の診
断を行ったほか、固定遊具や空調設備の整備などを行いま
した。
○高齢者福祉施設整備事業…………………… ８億 557万円
 地域密着型サービス事業所の整備や開設に伴う準備経費の
助成を行いました。
○福祉医療費給付事業………………………… ６億7,510万円

一般会計の主な使いみち
市の予算は、道路の建設のために使う土木費、教育のために使う
教育費、というように目的別に区分しています。
ここでは、この区分ごとに、平成23年度に実施した主な事業を紹
介します。

市民協働による有害鳥
獣防止柵の設置

４月にオープンした市立
産婦人科病院（旧産院）

丸子第３分団の詰所

リニューアルオープ
ンした武石番所ヶ原
スキー場
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会計事業名
決　算　額

各　事　業　の　あ　ら　ま　し
歳　入 歳　出

土地取得事業 6,336万円 6,336万円 土地等の取得に関する経費

塩田有線放送電話事業 3,741万円 3,537万円 22年度末の塩田有線放送電話事業の廃止に伴う放送局舎等解体工事および
外部線路設備撤去工事

交通災害共済事業 6,918万円 6,918万円 会員が万一交通事故にあった時、見舞金を支払う助け合いの制度の運営
（22年度から長野県民交通災害共済組合に移行）

同和地区住宅
新築資金等貸付事業 5,494万円 5,369万円 住宅新築資金などの貸付事業

国民健康保険事業 157億5,499万円 154億 642万円 自営業など他の健康保険に加入されていない方々のための医療保険事務
（74歳までの方への医療費の給付）○被保険者数　41,578人

後期高齢者医療事業 14億8,317万円 14億8,002万円 高齢者（75歳以上）、および65歳以上で一定の障がいのある方を対象とした
医療保険の保険料徴収などの事務　○被保険者数　23,072人

介護保険事業 129億2,312万円 128億7,605万円
介護予防が必要な方および介護が必要となった方への保険給付ほか
介護保険運営事務
○第一号被保険者数　41,680人　○保険給付状況　122億3,464万円

社会福祉授産事業 5,958万円 5,837万円 障がいを抱えた方一人ひとりの能力や希望に沿った就労の支援
（上田・武石の２事業所）

駐車場事業 １億8,697万円 １億8,686万円 上田駅お城口・温泉口にある市営駐車場の管理運営

市街地再開発事業 １億1,831万円 １億1,820万円 上田駅前ビル・パレオの管理など

武石診療所事業 １億5,061万円 １億3,311万円 24時間往診体制をとっている公立の診療所（内科・外科など）

合　　計 309億 164万円 304億8,063万円

特別会計
特別会計とは、特定の事業や資金などについて、その収支を明確にするために一般会計と分けた会計で、上田市には
11の特別会計があります。
特別会計全体の決算額（歳出）は、前年度と比べると0.2％、約6,600万円増加しました。

【歳入】309億円　【歳出】305億円

※収益的収支：人件費、施設の維持管理費、減価償却費など経営活動に必要な経費
※資本的収支：施設の整備・投資、借入金の償還金などの費用

公営企業会計

事　業　名
収益的収支※ 資本的収支※

収　入 支　出 収　入 支　出
水道事業 26億5,743万円 24億3,040万円 ２億4,974万円 11億 369万円

公共下水道事業 48億7,049万円 46億9,389万円 15億3,079万円 40億5,062万円

農業集落排水事業 11億9,119万円 12億9,736万円 ２億8,248万円 ７億 615万円

産院事業 ３億9,496万円 ４億2,524万円 ９億1,028万円 ９億8,860万円

真田有線放送電話事業 5,807万円 4,539万円 0万円 40万円

合計 91億7,214万円 88億9,228万円 29億7,329万円 68億4,946万円

公営企業会計とは、水道などの料金収益によって運営される会計です。企業会計全体の決算額（歳出）は前年度と比べ
ると、7.5％、約11億円増加しました。

【歳入】121億円　【歳出】157億円

市　債
市では、学校、道路、下水道などの公共施設の整備
をする場合に市の借金にあたる市債を活用していま
す。財政負担を複数の年度に分けることにより、計
画的な財政運営を行うことができます。

【現在高】1,518億円

◎市債の年度末現在高
区　分 23年度末 22年度末

一般会計 679億7,908万円 682億5,337万円

特別会計 11億5,890万円 14億0,555万円

企業会計 827億 954万円 850億1,854万円

合　計 1,518億4,752万円 1,546億7,746万円

市の貯金ともいえる基金は、平成23年度合計では23億
8,462万円を積み立て、７億6,745万円を取り崩して、事業
実施のために活用しました。

基　金 ［現在高］219億円

◎基金の年度末現在高【一般会計+特別会計】

区　　　分 23年度末 22年度末

財政調整基金 34億 251万円 33億4,205万円

減債基金 33億5,931万円 31億5,931万円

その他の特定目的基金 128億6,370万円 115億 716万円

定額運用基金 22億5,077万円 22億5,060万円

合　計 218億7,629万円 202億5,912万円
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平成23年度の財政健全化判断比率などの状況
健全財政を維持しています

項　　目 単位 21年度決算 22年度決算 23年度決算 指　標　な　ど　の　説　明

財政力指数 0.652 0.623 0.599
行政サービスに必要な経費が市税などの財源でどれだけ賄
えているか示します。１に近いほど財政力が強く、財源に
余裕があるといえます。

経常収支比率 ％ 91.7 87.9 90.8

使いみちが特定されていない市税や地方交付税などの財
源が、人件費、扶助費、公債費などの経費にどれだけ充
てられているかを示します。数値が高いほど財政にゆと
りがありません。

地方交付税 万円 140億4,015 155億0,478 156億 504
すべての市町村で必要な行政サービスが提供できるよう
にするため、不足する財源が国から交付されます。うち普通交付税 万円 126億8,747 140億7,019 141億3,269

うち特別交付税 万円 13億5,268 14億3,459 14億7,235

主要財政指標など　過去３年間の比較（普通会計）

指　標　名
上田市 早期健全化

基準※
財政再生
基準※ 指　　　標　　　の　　　説　　　明

21年度 22年度 23年度

実質赤字比率 ー ー ー 11.49% 20.0% 一般会計等の赤字額の割合

連結実質赤字比率 ー ー ー 16.49% 30.0% 公営企業会計を含む全会計の赤字額の割合

実質公債費比率 13.1% 11.4% 11.2% 25.0% 35.0% 税収などに占める公債費などの負担割合

将来負担比率 125.7% 104.6% 90.9% 350.0% 将来負担すべき公債費などや退職金など実
質的負債の割合

【健全化判断比率】

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、平成23年度の健全化判断比率と公営企業の資金不足比率をお
知らせします。上田市はいずれの数値も国の定める基準を下回っており、健全財政を維持しています。

※早期健全化基準（イエローカード）・・・いずれかの指標が基準以上になると「早
期健全化団体」となり、財政健全化計画を策定し自主的に財政健全化に取り組む
ことになります。
※財政再生基準（レッドカード）・・・将来負担比率を除くいずれかの指標が基準以
上になると「財政再生団体」となり、財政再生計画を策定し国の監督のもとで財政
再建に取り組むことになります。

実質赤字比率、連結実質赤字比率については、黒字であるため算定されません。

指　標　名
上田市

経営健全化基準 指　　　標　　　の　　　説　　　明
21年度 22年度 23年度

資金不足比率 ー ー ー 20.0% 資金の不足額を営業収益などの事業規模と比較した割合

【公営企業資金不足比率】

すべての公営企業会計において、資金剰余となっており、資金不足比率は算定されません。

４年連続で改善

実質公債費比率　将来負担比率

将来負担比率
（右目盛）

実質公債費比率
（左目盛）

136.9

137.7

125.7

104.6

90.9

11.2

13.9
13.8

13.1

11.4

財政力指数の推移

0.62

0.642

0.66
0.652

0.623

0.599

87.7

90.3

89.9

91.7

87.9

90.8
経常収支比率の推移

※普通会計とは
　一般会計と特別会計の一部をあわせて、各地方公共団体間の財政比較が可能となるように統計上便宜的に用いられる会計です。
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商店街あったかフォト選作品募集
日常の風景や情景を写してみませんか

　長野県環境保全協会上小支部と上田市環境ISOネットワークでは、平成25年版カレンダー・手帳プレゼント会を開
催します。
　地域の事業所や家庭で、使われずにごみとなってしまうかもしれないカレンダーや手帳を、必要とする方に使って
いただくことで、少しでも環境に負荷を与えないことを目的としています。
　なお、家庭や事業所で使用しない平成25年版カレンダー・手帳を、生活環境課または各地域自治センター窓口まで
お持ちください。

収集期間／12月10日㈪～20日㈭（土日を除く）の
　　　　　午前８時30分～午後５時15分

平成25年版カレンダー・手帳プレゼント会
必要な方に使っていただくために無料配布を行います

日　時 　12月26日㈬午後１時30分～なくなり次第終了
場　所 　上田駅お城口
参加資格 　当日午後１時から配布する整理券を持参した方（整理券はカ

レンダーと手帳別々に配布。両方もらうことも可）。
 ※配布数／カレンダーは１人２点まで。手帳は１人１点まで。
　  生活環境課　TEL23・5120

催
し

募
集

　買い物や生活など商店街の日常の風景や情景を扱った、あたたかさ・やさしさなどを感じる写真作品を募集します。

撮影場所 　海野町・松尾町・原町・天神などの商店街
応募作品 　①応募作品は１人２点まで（応募者本人が撮影した最近の作品で、未発表のもの）、

②サイズは、２Ｌから四ツ切までのプリント（ネガ・ポジ、またはデータでの応募
は不可）、③フィルムカメラ・デジタルカメラとも応募可（ただし、画像の合成処
理などの加工処理は不可、カラー・モノクロとも可）、④被写体の肖像権などにつ
いては、事前に応募者の責任で許諾を得たうえご応募ください。応募作品の肖像
権侵害などトラブルの責任は一切負いかねます。⑤作品は原則返却しません。

参加費 　無料
申し込み 　平成25年１月15日㈫までに、所定の応募票に必要事項を楷

かい

書
しょ

で記入し、応募作
品の裏面に貼付し、郵送（〒386-8522　大手１-10-22（上田商工会議所内）上田商
業21世紀会「商店街あったかフォト選」係宛）または、上田商工会議所へ持参して
ください（郵送の場合は１月15日㈫必着）。

審査・賞 　審査／上田商業21世紀会で選考し、平成25年１月下旬頃、入選者に通知します。
また、各商店街ホームページなどで応募者氏名や作品のタイトルなどを公
表します。応募作品は、商店街の各店舗に展示したのち、作品展を開催す
る予定です。

 賞および副賞／①とてもほほえましいね賞・とてもやさしいね賞・とても楽しいね
賞・とても上田らしいね賞／各１点・商品券１万円分、②ほほえま
しいね賞・やさしいね賞・楽しいね賞・上田らしいね賞／各10点以
内・商品券1,000円分

　上田商業21世紀会（上田商工会議所内）
　　TEL22・4500（月～金曜日午前９時～午後５時、12月29日㈯～平成25年１月３日㈭を除く）



tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センターtel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所
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ささらの湯入館者400万人達成
餅つき・しめ縄づくり体験

お知
らせ
　ささらの湯は今年、開館15周年を迎え、多くのお客様にご利用いただい
ています。11月３日には入館者が400万人に達し、400万人目の入館者であ
る松

まつ
峯
みね
袈
け
裟
さ
幸
ゆき
さん（長野市）に母袋市長から記念品と花束を贈呈しました。

　また、15周年記念イベントとして「おかげさまで15周年　室賀温泉ささ
らの湯餅

もち
つき・しめ縄づくり体験」を開催します。臼

うす
と杵

きね
を使った昔なが

らの餅つきと、しめ縄づくりを体験してみませんか。入館券をお持ちの方
には、つきたての餅と猪

しし
鍋
なべ
の無料配布も行います。ぜひお越しください。

◇餅つき・しめ縄づくり体験
日　時 　12月22日㈯午前10時～正午
場　所 　ささらの湯
　室賀温泉ささらの湯　TEL31・1126

日　時 　12月10日㈪午後６時　　 点灯時間 　午後５時～10時（12月10日㈪のみ６時～）
場　所 　上田駅お城口広場水車前
内　容 　アトラクション／「あっぷる学園応援部」ミニコンサート、イルミネーションデザイン賞の授与式、点灯式
　  商工課　TEL23・5395

信州上田灯りの祭典（駅前イルミネーション）点灯式開催
今年から高校生のデザインを採用催

し
　信州上田灯

あか
りの祭典を開催します。駅前イルミネーションは、今年から高校生のデザインをもとに「信州上田灯

りの祭典実行委員会」が開催します。期間は12月10日㈪～平成25年２月28日㈭（予定）です。
　また、点灯式を行ないますのでぜひお越しください。

日　時 　12月22日㈯午前11時～午後３時
場　所 　あいそめの湯
内　容 　市内のシェフによるランチ出店、生バンドによる演奏、市内で活動する団体やグループなどによるお役立ち交流コー

ナーなど
申し込み 　不要
その他 　乳幼児連れのご家族も気軽にお越しください。
　  危機管理防災課　TEL21・0123

クリスマス交流会を開催
東日本大震災などにより避難されている方々とともに催

し
　東日本大震災や福島第一原子力発電所事故の影響で市内に避難されている方同士の交流会を開催します。ふるさと
のこと、今の暮らし、困っていることなど気軽におしゃべりしましょう。
　被災地や避難者の支援に取り組まれている方、関心のある方の参加も歓迎します。

※この模様は、行政チャンネル
　（上田ケーブルビジョンCATV
　009、丸子テレビCA103）で
　放送します。
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年
末
年
始
の
ご
み
収
集
と

セ
ン
タ
ー
の
ご
み
受
け
入
れ

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
は
、
12
月
29
日

㈯
〜
平
成
25
年
１
月
３
日
㈭
ま
で
休
み
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
の
ご
み
の
受
け
入
れ
は
、
12
月
30
日
㈰

〜
１
月
３
日
㈭
ま
で
休
み
と
な
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

12
月
11
〜
31
日
は

年
末
の
交
通
安
全
運
動

　

年
末
は
、
慌
た
だ
し
さ
や
日
没
の
早
ま

り
、
降
雪
や
凍
結
な
ど
の
道
路
環
境
の
悪

化
や
、
忘
年
会
な
ど
で
の
飲
酒
運
転
が
増

加
す
る
な
ど
、
重
大
事
故
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
マ

ナ
ー
の
実
践
で
交
通
事
故
を
防
ぎ
、
無
事

に
こ
の
一
年
を
締
め
く
く
り
ま
し
ょ
う
。

●
期
間　

12
月
11
日
㈫
〜
31
日
㈪

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

市
内
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

エ
コ
ー
ル
の
シ
ス
テ
ム
更
新
の
た
め
更

新
期
間
に
は
貸
出
、
予
約
、
利
用
者
登
録
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
蔵
書
検
索
な
ど
の
業
務

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
休
館
日
を
除
き
、
図
書
の
閲

覧
・
学
習
室
な
ど
の
利
用
は
通
常
ど
お
り

で
す
。
各
館
に
よ
り
利
用
形
態
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
休
館
日
・
開
館
時
間
の
変
更

な
ど
詳
し
く
は
各
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
期
間
／
開
館
時
間　

12
月
24
日（
月
・

振
休
）〜
平
成
25
年
１
月
10
日
㈭（
休
館

日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
上

田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
通
常
ど
お

り
）

　

上
田
図
書
館　

TEL
22
・
０
８
８
０

　
　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

　
　

上
田
図
書
館
創
造
館
分
室

　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
27
・
１
７
５
８

　
　

丸
子
図
書
館　

TEL
42
・
２
４
１
４

　
　

真
田
図
書
館　

TEL
72
・
８
０
８
０

　
　

武
石
公
民
館
図
書
室

　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
85
・
２
０
３
０

　
　

塩
田
公
民
館　

TEL
38
・
６
８
８
３

電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
地

方
税
の
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス（
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
・http://w

w
w
.eltax.jp/

）に
よ
る

申
告
・
届
出
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
紙
で
行
っ
て
い
た
申
告
や
届
出

が
、
自
宅
や
事
務
所
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

●
利
用
可
能
税
目　

法
人
市
民
税（
中
間
・

確
定
・
修
正
申
告
、
異
動
届
な
ど
）、

個
人
住
民
税（
給
与
支
払
報
告
書
、
特

別
徴
収
に
係
る
給
与
所
得
者
異
動
届
出

な
ど
）、
固
定
資
産
税（
償
却
資
産
の
申

告
な
ど
）

　

税
務
課　

TEL
23
・
５
１
６
９

給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

平
成
24
年
中
に
給
与
・
賃
金
な
ど
を
支

払
っ
た
方
は
、
平
成
25
年
１
月
31
日
㈭
ま

で
に
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
給
与
支
払
報
告
書
は
、
給

与
所
得
者
に
と
っ
て
市
県
民
税
の
申
告
に

代
わ
る
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
義
務
の
あ
る
方　

給
与
・
賃
金
な

ど
を
支
払
っ
た
個
人
・
法
人

●
提
出
先　

受
給
者
の
平
成
25
年
１
月
１

日
現
在
の
住
所
地
と
な
っ
て
い
る
市
区

町
村

●
提
出
期
限　

平
成
25
年
１
月
31
日
㈭
。

な
お
、
円
滑
な
事
務
処
理
の
た
め
、
で

き
る
だ
け
１
月
21
日
㈪
ま
で
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
変
更
点　

税
制
改
正
に
よ
り
、
生
命

保
険
料
控
除
の
計
算
方
法
が
変
わ
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
様
式
も
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

必
ず
最
新
の
様
式
で
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
扶
養
控
除
の
対
象
と
な
ら
な
い

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て
も
、

人
数
や
氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

　

税
務
課　

TEL
23
・
５
１
１
５

松
く
い
虫
防
除
対
策
事
業
に

ご
協
力
を

　

市
で
は
、
松
く
い
虫
の
被
害
・
予
防
対

策
と
し
て
、
毎
年
、
伐ば
っ

倒と
う

処
理
・
地
上
薬

剤
散
布
、
薬
剤
樹じ
ゅ

幹か
ん

注
入
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

山
林
の
維
持
管
理
は
、
本
来
所
有
者
自

身
が
実
施
す
べ
き
も
の
で
す
が
、
被
害
拡

大
を
防
ぐ
た
め
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

区
域
や
人
的
被
害
の
恐
れ
の
あ
る
場
所
な

ど
は
、市
で
伐
倒
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

今
月
の
表
紙

　10月31日、塩田中央保育園の年
少から年長の園児84人が、園近く
のサツマイモ畑でイモ掘りを行い
ました。このサツマイモは、食育
の一環として園児たちが苗を植
え、草取りなどをして大切に育て
てきたものです。
　イモ掘りには、園児の保護者も
参加し、イモの周りをスコップな
どで掘ってもらったあと、園児は
手を泥だらけにしながら一生懸命
に掘っていました。自分の顔より
も大きなイモを掘った園児もい
て、土から抜けると「採れた、採
れた！」と持ち上げて喜んでいま
した。

大きいイモが採れたよ！
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被
害
木
処
理
の
た
め
、
市
の
委
託
業
者

が
山
林
内
へ
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

武
石
番
所
ヶ
原
ス
キ
ー
場

オ
ー
プ
ン

　

昨
年
度
、
ス
キ
ー
場
を
大
改
修
し
広
く

な
っ
た
ゲ
レ
ン
デ
で
今
シ
ー
ズ
ン
も
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
22
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

武
石
番
所
ヶ
原
ス
キ
ー
場

●
内
容　

安
全
祈
願
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

滑
走
。
安
全
祈
願
終
了
後
滑
走
可
能
。

●
市
民
料
金　

①
１
日
券
／
大
人
２
８
０

　

０
円
、
シ
ニ
ア
２
０
０
０
円
、
子
供
１

　

５
０
０
円（
シ
ニ
ア
は
50
歳
以
上
で
、

購
入
時
に
年
齢
確
認
が
必
要
。
子
供
は

小
学
生
以
下
）、
②
年
間
券
／
２
万
円
、

③
回
数
券
／
２
０
０
０
円
、
④
１
回
券

／
２
０
０
円（
12
月
22
日
㈯
は
無
料
）

※
詳
細
は
、
武
石
番
所
ヶ
原
ス
キ
ー
場
、

ま
た
は
、
上
田
市
地
域
振
興
事
業
団
武

石
地
域
セ
ン
タ
ー（
TEL
85
・
２
８
２
９
）

へ
。

　

武
石
番
所
ヶ
原
ス
キ
ー
場

　
　

TEL
86
・
２
２
１
３

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

視
覚
障
が
い
者
の
方
が
ま
ち
を
歩
く
と

き
の
支
え
と
な
る
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
。
こ
の

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
２
種
類
あ
り
、
線
状

ブ
ロ
ッ
ク
は「
進
め
・
誘
導
」を
、
点
状
ブ

ロ
ッ
ク
は「
止
ま
れ
・
警
告
」を
表
し
て
い

ま
す
。
視
覚
障
が
い
者
に
と
っ
て
重
要
な

こ
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
、
物
を
置
い

た
り
ふ
さ
い
だ
り
し
な
い
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

12
月
３
日
〜
９
日
の
障
害
者
週
間
は
、

国
民
の
間
に
広
く
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ

い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
障
が
い
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
そ

の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に

参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

福
祉
課　

TEL
23
・
５
１
５
８

　
　く

ら
し
と
健
康
の
相
談
会

　

失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務
・
家
庭
問
題

な
ど
に
つ
い
て
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
、

併
せ
て
保
健
師
に
よ
る
心
の
健
康
を
含
む

健
康
相
談
を
行
い
ま
す（
参
加
費
無
料
）。

●
日
時　

12
月
７
日･

14
日･

21
日･

28
日

の
金
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
●
場
所　

上
田
合
同
庁
舎
上
田
保
健
福
祉

事
務
所
２
階
相
談
室

●
対
象　

失
業
・
借
金
・
家
庭
問
題
な
ど

で
法
律
相
談
が
必
要
な
方
。
あ
わ
せ
て

気
力
が
湧わ

か
な
い
・
眠
れ
な
い
な
ど
の

健
康
に
不
安
が
あ
る
方
。
ま
た
就
労
や

福
祉
に
関
す
る
相
談
が
必
要
な
方
。

●
内
容　

予
約
に
よ
る
弁
護
士
相
談
と
健

康
相
談（
１
人
１
時
間
）、
必
要
に
応
じ

て
職
業
相
談
・
福
祉
相
談

●
申
し
込
み　

弁
護
士
相
談
は
開
催
日

の
３
日
前
、
弁
護
士
以
外
の
就
労
・
福

祉
な
ど
の
相
談
を
併
せ
て
希
望
す
る
場

合
は
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
上
田

保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り
支
援
課

へ
。

　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課　

TEL
25
・
７
１
４
９

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

尊
い
命
を
救
う
た
め
、
献
血
バ
ス
で
の

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
場
所　

12
月
23
日
㈰
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
、
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

／
や
お
ふ
く
古
里
店
、
同
月
26
日
㈬
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
１
時

〜
４
時
／
上
田
合
同
庁
舎

　

長
野
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
８
・
１
４
１
４

お
知
ら
せ

　11月８日、松本市・諏訪市で開催された第50回技能五輪全国
大会「造園」部門で、最高賞である金賞を受賞した赤尾英

えい

亮
すけ

さん
（兄・写真右端）と赤尾承

よし

起
き

さん（弟・写真左端）が市長を訪問し
ました。
　受賞報告の後、市長からは「師匠でもある父という大きな峠
を越えるため、今後も更なる精進を重ねていってほしい」と激
励を受け、英亮さんは「これからは仕事を一人で任されるよう
頑張っていきたい」、承起さんは「まだまだ覚えることが多いが、
父や兄を越えられるよう、これからも頑張りたい」と、金賞を
受賞した喜びと、これからの決意を話していました。
※この模様は行政チャンネル（上田ケーブルビジョン
CATV009、丸子テレビ放送CA103）で放送します。

11月に訪問した方の中から紹介します。

記念品の
「盾」と「金メダル」
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催
し

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

２
０
１
３
年
新
春
イ
ベ
ン
ト

　

和
と
洋
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
古

典
、
映
画
音
楽
、
物
語
あ
り
の
お
正
月
玉

手
箱
と
し
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

平
成
25
年
１
月
５
日
㈯
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
こ
と

ば
の
繭
ホ
ー
ル

●
出
演　

三
井
由
香
氏（
筝こ
と

）、
岩
崎
道
代

氏（
ピ
ア
ノ
）、
小
林
文
恵
氏（
フ
ル
ー

ト
）

●
曲
目　

春
の
海
、
日
本
古こ

謡よ
う

、
情
熱
大

陸
ほ
か

●
定
員　

先
着
70
名

●
参
加
費　

一
般
５
０
０
円
、
高
校
生
以

下
無
料（
要
申
し
込
み
）

●
申
し
込
み　

12
月
10
日
㈪
以
降
、
電
話

で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
の

心
と
か
ら
だ
の
保
健
相
談

　
「
心
と
体
」に
つ
い
て
心
配
事
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　

保
健
師
と
相
談
員
が
、
手
話
や
筆
談
ま

た
は
ゆ
っ
く
り
話
す
な
ど
、
聞
こ
え
な
い

方
に
合
わ
せ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
で
お
聞
き
し
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
13
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
、
ご
家

族
ま
た
は
ご
本
人
に
関
わ
る
方

●
相
談
員　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
保
健

師
●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要（
要
約
筆
記
の
必
要

な
方
は
、
事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
）。

　

長
野
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
０
２
６
・
２
９
５
・
３
５
３
０

　
　

FAX
０
２
６
・
２
９
５
・
３
５
６
７

経
済
金
融
セ
ミ
ナ
ー

　

近
年
の
経
済
環
境
は
世
界
情
勢
の
急
激

な
変
化
な
ど
の
影
響
で
、
予
測
す
る
こ
と

が
大
変
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
可
能
な
限
り

先
行
き
を
見
極
め
、
変
化
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
後
の
企
業
や
個

人
の
活
動
に
お
役
立
て
下
さ
い
。

●
日
時　

12
月
19
日
㈬
午
後
４
時
〜
５
時

15
分

●
場
所　

上
田
商
工
会
議
所
５
階
ホ
ー
ル

●
講
師　

松
下
顕け
ん

氏（
日
本
銀
行
松
本
支

店
支
店
長
）

●
定
員　

先
着
60
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

12
月
14
日
㈮
ま
で
に
電
話

催
し

県道長野菅平線通行規制
　県道長野菅平線の道路改築工事に伴い、長野市持

じ

者
しゃ

か
ら上田市菅平間で次のとおり通行規制を行います。特
に、冬期閉鎖期間（11月30日～平成25年４月19日）に引き
続き、４月20日～６月30日までの間、終日全面通行止め
となりますのでご注意ください。若穂保科地区から菅平
地区、および菅平地区から若穂保科地区へ行かれる方は、
次の迂回路および案内看板に従い迂回をお願いします。
●通行規制　片側交互通行（11月１日～29日、平成25年

７月１日～26日）、全面通行止め（11月30日
～平成25年６月30日。※冬期閉鎖期間11月
30日～４月19日を含む）

●注意　※通行規制期間は、天候および工程などにより
変更になる場合があります。

　　　　※通行可能な場合は、案内看板にその旨表示し
ます。

●迂回路　長野市若穂保科地区からは、国道403号・国
道406号を通って菅平へ。菅平地区からは、
国道406号・国道403号を通って長野市若穂保
科へ。

　長野建設事務所整備課　TEL026･234･9542

せら知お

＜広告欄＞
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で
上
田
商
工
会
議
所
へ
。

　

上
田
商
工
会
議
所

　
　

TEL
22
・
４
５
０
０

中
国
新し
ん

疆き
ょ
う

ウ
イ
グ
ル

家
庭
料
理
を
作
っ
て
み
よ
う

●
日
時

12
月
21
日
㈮
午
後
６
時
〜
９
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
定
員　

先
着
25
名

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
手
ぬ
ぐ
い

●
申
し
込
み　

12
月
20
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
你ニ
ー

好ハ
オ

会
へ
。

　

你
好
会（
池
上
）

　
　

TEL
25
・
３
３
６
０

田
村
雄
二

古
楽
器
ク
リ
ス
マ
ス
演
奏
会

　

三
種
類
の
古
楽
器
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス

キ
ャ
ロ
ル
な
ど
の
優
雅
な
演
奏
を
柳
町
の

古
民
家
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

12
月
21
日
㈮
午
後
７
時
〜
８
時

30
分（
予
定
）（
開
場
６
時
30
分
）

●
場
所　

ル
ヴ
ァ
ン
２
階（
中
央
４

－

７

－

31
）

●
出
演
者　

田
村
雄
二
氏（
古
楽
器
奏
者
）

●
参
加
費　

２
５
０
０
円（
ワ
ン
ド
リ
ン

ク
付
き
）

●
申
し
込
み　

12
月
20
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
上
田
の
れ
ん
会
連
絡
事
務
局
へ
。

　

上
田
の
れ
ん
会
連
絡
事
務
局（
ヤ
ジ

マ
）　

TEL
22
・
３
１
１
１

丸
子
図
書
館

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

　
「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ぽ
け
っ
と
」の
皆
さ
ん
に

よ
る
、
お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
15
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
図
書
館
研
修
室
１

　

丸
子
図
書
館　

TEL
42
・
２
４
１
４

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

講
座･

教
室

第
２
回
家
庭
介
護
教
室

　

口こ
う

腔く
う

ケ
ア
の
方
法
と
正
し
い
歯
磨
き
の

仕
方
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

12
月
13
日
㈭
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域

医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

12
月
12
日
㈬
ま
で
に
電
話

で
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
医
療

連
携
室
へ
。

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
地
域
医
療

連
携
室　

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０（
内
線
４
２
２
３
）

催
し
／
講
座
・
教
室

西部公民館が優良公民館表彰を受賞

し、地域住民の学習活動に大きく貢献していると認められる公
民館を表彰するもので、西部公民館では、地域の里山である太
郎山・虚

こ

空
くう

蔵
ぞう

山
さん

において、平成13年から里山づくり支援事業を
実施し、里山に対する地域の関心の高まりや、諸団体が連携し
て活動を行うようになるなどの成果をあげ、また、その事業を
きっかけとして、地域づくりの団体が結成されるなど、地域づ
くりの活動を活性化してきました。
　また、公民館ホームページを充実させ、住民のニーズにあっ
た情報提供を行ってきた結果、公民館の来館者が増加するなど、
地域に根ざした情報発信の取り組みが評価されたものです。
　西部公民館　TEL27･7544

せら知お

　西部公民館が国から
優良公民館に選ばれ、
11月13日に文部科学大
臣から表彰状が授与さ
れました。
　この優良公民館表彰
は、全国の公民館の中
で、特に事業内容・方
法などに工夫をこら

＜広告欄＞
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ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
講
座

　

お
し
ゃ
べ
り
の
出
来
な
い
赤
ち
ゃ
ん

と
、
手
話
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

12
月
17
日
、
平
成
25
年
１
月
21

日
、
２
月
18
日
、
３
月
18
日
の
月
曜
日
、

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分（
全
４
回
）

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

生
後
６
ヶ
月
〜
１
歳
６
ヶ
月
児

と
保
護
者

●
定
員　

先
着
15
組

●
参
加
費　

４
０
０
円（
初
日
に
徴
収
）

●
申
し
込
み　

12
月
12
日
㈬
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

う
つ
病
家
族
教
室

　

う
つ
病
の
回
復
に
は
ご
家
族
の
理
解
が

大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。
正
し
い
知
識

や
接
し
方
を
学
ん
だ
り
、
他
の
ご
家
族
の

話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

12
月
13
日
㈭
・
19
日
㈬
、
平
成

25
年
１
月
10
日
㈭
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時（
原
則
３
回
通
し
て
の
参
加
）

●
場
所　

上
田
合
同
庁
舎

●
内
容　

12
月
13
日
㈭
／「
う
つ
病
と
家

族
の
対
応
に
つ
い
て
」・「
利
用
で
き
る

福
祉
制
度
に
つ
い
て
」、
12
月
19
日
㈬

／「
毎
日
の
ケ
ア
と
認
知
行
動
療
法
入

門
」、
１
月
10
日
㈭
／「
前
回
ま
で
の
復

習
と
家
族
の
接
し
方
に
つ
い
て
」

●
対
象　

う
つ
病
と
診
断
さ
れ
た
方
の

ご
家
族（
親
、
配
偶
者
、
き
ょ
う
だ
い
、

子
ど
も
な
ど
）

●
定
員　

先
着
30
名（
参
加
費
無
料
）

●
申
し
込
み　

12
月
10
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
上
田
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課
へ
。

　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課　

TEL
25
・
７
１
４
９

講
座
・
教
室

せら知お

・発泡スチロールを細かくし、
いくつかのビニール袋に分け
て入れます。
・発泡スチロールを入れたビ
ニール袋をメーターボックス
に入れ保温をお願いします。

メーターボックスの保温

水道を寒さから守り
ましょう

・凍結防止帯のコンセント
が入っているか確認しま
しょう。また、管周囲の
保温材が痛んでいたら補
修してください。

凍結防止帯コンセントの確認

・不凍栓を閉めるときは、不凍栓を完
全に閉め、蛇口を開き、立上り部の
水を抜いてください（注意：不凍栓
は全開または全閉にしてください。
中途半端な位置にあると漏水の原因
となります）。

不凍栓は忘れず閉めましょう

・凍ってしまったら、凍った部分にタオルなどをかぶせ、ぬ
るま湯をかけると溶ける場合があります。
・破裂してしまったら、不凍栓か止水栓（メーターボックス
内）で水を止め、水道故障修理当番店か指定給水装置工事
事業者に修理を依頼してください。
・宅地内の修理費用はお客様負担となりますのでご注意くだ
さい。
　 サービス課　TEL22･1313

凍結や破裂をしてしまったら

＜広告欄＞
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
・

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

Ｎ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は「
完
璧
な
親
な

ん
て
い
な
い
」と
い
う
意
味
の
、
カ
ナ
ダ

生
ま
れ
の
子
育
て
中
の
親
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
参
加
者
み
ん
な
で
テ
ー
マ
を
決

め
て
話
し
合
い
、
学
び
合
い
、
支
え
合
う

参
加
型
講
座
で
す
。
子
育
て
を
す
る
仲
間

と
話
し
な
が
ら
、
自
分
に
あ
っ
た
子
育
て

の
方
法
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー（
進
行
役
）が
皆
さ
ん
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す（
参
加
費
無
料
）。

●
日
時　

平
成
25
年
１
月
８
日
㈫
・
18
日

㈮
・
23
日
㈬
・
28
日
㈪
、
２
月
４
日
㈪
・

12
日
㈫
の
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
対
象　

０
歳
〜
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者

●
定
員　

先
着
10
名（
託
児
あ
り
）

●
申
し
込
み　

12
月
17
日
㈪
〜
27
日
㈭

に
、
電
話
で
子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

へ
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

挑
戦
し
よ
う
！

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
教
室

　

初
心
者
大
歓
迎
！
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
教
室
で
す（
文
部
科
学
省「
地
域

ス
ポ
ー
ツ
と
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
の
好
循
環

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」）。

●
日
時　

12
月
16
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分
ま
で

●
場
所　

真
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

５
０
０
円（
さ
な
だ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
２
０
０
円
）

●
講
師　

信し

太だ

将ま
さ

成な
り

氏（
さ
な
だ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

●
申
し
込
み　

12
月
８
日
㈯
以
降
、
電
話

ま
た
は
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務

局
へ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
事
務
局　

TEL
72
・
２
６
５
７

講
座
・
教
室

せら知お

道路の除雪作業に
ご協力をお願いします
　市道の除雪と凍結防止剤散布作業を次のとおり実
施します。
◇市道の除雪と凍結防止剤散布
　作業は、指定した幹線道路と峠道を中心に、次の
要領で実施します。
・除雪作業は積雪が10cmを超えるときに実施。ま
た、引続き降雪が予想される場合は、指定した補
助幹線道路まで拡大して出動します。なお、大雪
時は時間的な制約もあり凹凸をならす程度の作業
になることがあります。

・凍結防止剤散布は、路面が凍結している時、また
凍結の恐れがある時に行います。

※除雪・凍結防止剤散布指定路線図は、各地域自治
センターおよび市ホームページで閲覧できます。

◇スムーズな除雪作業のために
・作業に支障となる物を道路に置かないでくださ
い。

・除雪車が通った後、住宅の出入り口に雪が残るこ
とがありますが、各家庭で除雪をお願いします。

・雪を道路に出すと交通事故のもととなるため、路
上に雪を出さないでください。

◇除雪にご協力を
　行政でできる除雪作業には限界があります。生活
道路や歩道などの除雪または凍結防止剤の散布は、
地域の皆さんや自治会でお願いします。なお、凍結
防止剤は各自治会に配布しています。
※国道18号・上田バイパス・上田坂城バイパスにつ
いては、長野国道事務所上田出張所（TEL22･2737）
へ、国道18号以外の国道・県道については、上田
建設事務所維持管理課（TEL25・7166）へ問い合わせ
下さい。
　 土木課　TEL23･8242　　 建設課　TEL42･1032
　　 建設課　TEL72･4331　　 建設課　TEL85･2793

＜広告欄＞
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講
座
・
教
室
／
募
集

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

St.M
edia Xm

as 2012

●
日
時　

12
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
参
加
費　

入
場
無
料（
一
部
有
料
）

●
内
容　

カ
ー
ド
バ
ト
ル
〜
Ｐ
Ｋ
対
戦

〜
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
中
継
、

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
年
賀
状
・
ク
リ
ス
マ
ス
小
物
作

り
、
ト
ン
汁（
15
日
㈯
正
午
〜
）、
お
抹

茶
、
ダ
ー
ツ
、
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ

ン
ト
作
り（
15
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
）、
ま
ん
が
ク
ラ
ブ
・
パ
ソ
コ
ン

ク
ラ
ブ
作
品
展
示
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト

グ
ラ
ン
プ
リ
表
彰
式（
15
日
㈯
午
後
３

時
〜
５
時
）、
ビ
ン
ゴ
大
会（
16
日
㈰
午

後
3
時
〜
、
カ
ー
ド
配
布
は
午
後
１
時

30
分
〜
）

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

　

点
訳
の
し
く
み
と
基
礎
を
学
び
、
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
た
点
訳
技
術
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

平
成
25
年
１
月
22
日
〜
２
月
19

日
の
毎
週
火
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

（
全
５
回
）

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
、
点
訳
に

興
味
が
あ
り
、
全
講
座
受
講
後
に
点
訳

に
か
か
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で

き
る
方

●
定
員　

先
着
10
名

●
受
講
料　

５
２
５
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

●
申
し
込
み　

12
月
10
日
㈪
〜
平
成
25
年

１
月
21
日
㈪
に
、
電
話
で
上
田
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

上
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
活
動
セ
ン

タ
ー　

TEL
25
・
２
６
２
９

県
立
こ
ど
も
病
院
公
開
講
座

　

こ
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
の
予
防
接

種
。
種
類
も
増
え
、
ワ
ク
チ
ン
の
受
け
方

も
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
何
を
、

い
つ
、
ど
の
よ
う
に
受
け
た
ら
良
い
か
わ

か
ら
な
い
と
い
っ
た
疑
問
な
ど
に
、
専
門

の
小
児
科
医
が
詳
し
く
お
話
し
ま
す（
参

加
費
無
料
、
申
し
込
み
不
要
）。

●
日
時　

12
月
15
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

講
演「
こ
ど
も
の
予
防
接
種
、

最
近
の
話
題
」ほ
か

　

長
野
県
立
こ
ど
も
病
院
事
務
部

　
　

TEL
０
２
６
３
・
73
・
６
７
０
０

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
講
習
会

　

伝
統
の
和
風
文
化
に
思
い
き
り
親
し
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。
正
月
用
花（
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
）の
作
り
方
と
薄
茶
の
飲
み
方

の
講
習
会
で
す
。

●
日
時　

12
月
27
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
テ
ー
マ　

正
月
迎
え
の
花
と
抹
茶
を
楽

し
む

●
講
師　

関
口
鶯お
う

佳か

氏（
勅て

使し

河が
わ

原ら

和
風

会
・
青
い
鳥
主
宰
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

２
５
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

●
持
ち
物　

花
ば
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン
、
作

品
を
持
ち
帰
る
た
め
袋
、
ゴ
ミ
袋

●
申
し
込
み　

12
月
７
日
㈮
〜
23
日
㈰
に

電
話
で
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

募
集

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

「
親
子
で
ダ
ン
ス
遊
び
」

参
加
者
募
集

●
日
時　

12
月
22
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
会
場　

塩
田
公
民
館

●
対
象　

未
就
学
児
と
保
護
者

●
定
員　

先
着
20
組

●
参
加
費　

親
子
で
１
０
０
０
円（
う
え

だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
会
員
は
親
子
で

５
０
０
円
）

●
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
運
動
靴
、
水
筒

●
そ
の
他　

お
子
さ
ん
に
は
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み　

12
月
10
日
㈪
〜
21
日
㈮
に

＜広告欄＞
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

電
話
で
う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
へ
。

　

う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
71
・
５
３
９
２

審
議
会
等
附
属
機
関
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

◇
共
通
事
項

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
方（
公
募
に
よ
り
他
の
審
議
会
へ
参

画
さ
れ
て
い
る
方
は
、
応
募
で
き
ま
せ

ん
）。
上
田
市
文
化
財
保
護
審
議
会
は
、

文
化
財
に
関
す
る
学
識
経
験
の
あ
る
方

と
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書（
担
当
課

ま
た
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
）を
担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

後
日
、
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　

12
月
20
日
㈭

◇
上
田
市
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

●
審
議
の
内
容　

市
の
行
財
政
改
革
の
推

進
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
市

長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
必
要
と

認
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
市
長
に
意
見

を
述
べ
ま
す
。

　

行
政
改
革
推
進
室

　
　

TEL
23
・
５
１
６
３

◇
上
田
市
文
化
財
保
護
審
議
会

●
審
議
の
内
容　

文
化
財
の
保
存
お
よ
び

活
用
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審

議
し
ま
す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

◇
史
跡
上
田
城
跡
整
備
実
施
計
画
検
討
委

員
会

●
審
議
の
内
容　

史
跡
上
田
城
跡
整
備
実

施
計
画
に
関
す
る
こ
と
や
、
上
田
城
跡

の
整
備
に
関
し
て
教
育
委
員
会
の
諮
問

に
応
じ
て
調
査
審
議
し
ま
す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

◇
上
田
市
博
物
館
協
議
会

●
審
議
の
内
容　

市
立
博
物
館
、
信
濃
国

分
寺
資
料
館
、
丸
子
郷
土
博
物
館
お
よ

び
武
石
と
も
し
び
博
物
館
の
運
営
に
関

し
て
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応
じ
て

調
査
審
議
し
ま
す
。

　

市
立
博
物
館　

TEL
22
・
１
２
７
４

◇
上
田
市
山
本
鼎
記
念
館
運
営
審
議
会

●
審
議
の
内
容　

山
本
鼎
記
念
館
の
運
営

に
関
し
て
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
に
応

じ
て
調
査
審
議
し
ま
す
。

　

市
立
博
物
館　

TEL
22
・
１
２
７
４

生
涯
楽
習
上
田
自
由
塾
の

講
師
を
募
集

　

あ
な
た
の
培つ
ち
か

っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
、
教
え
る
楽
し
さ
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
で
も
結
構

で
す
。
平
成
24
年
度
は
、
１
８
６
講
座
、

塾
生
２
４
５
７
名
と
な
り
学
び
の
輪
が
拡

が
っ
て
い
ま
す
。

●
資
格　

ど
な
た
で
も（
年
齢
・
資
格
・

地
域
制
限
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
）

●
テ
ー
マ
／
内
容　

初
め
て
の
方
で
も

気
軽
に
学
べ
、
趣
味
、
研
究
し
て
い
る

も
の
、
職
業
上
で
の
経
験
な
ど
で
教
え

ら
れ
る
も
の（
た
だ
し
、
特
定
の
政
治
、

宗
教
、
企
業
や
職
業
な
ど
の
宣
伝
・
営

利
を
目
的
と
す
る
も
の
な
ど
は
除
く
）

●
期
間
／
回
数　

平
成
25
年
４
月
７
日

（
開
塾
式
以
降
）〜
平
成
26
年
３
月
ま

で
。
月
１
・
２
回
、
１
回
90
分（
原
則
）

●
開
催
会
場　

主
に
市
内
の
公
民
館
な
ど

の
公
共
施
設

●
申
込
方
法　

市
内
の
各
公
民
館
・
地

域
自
治
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
に

あ
る「
講
座
計
画
書（
講
師
申
込
書
）」

（
自
由
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）に
記
入
の
う
え
、
郵
送

（
〒
３
８
６

－

０
０
１
７　

踏
入
２

－

１

－

15　

池
野
第
２
ビ
ル
）ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ（
71
・
０
３
８
４
）で
。

●
応
募
期
間　

12
月
１
日
㈯
〜
平
成
25
年

１
月
５
日
㈯
厳
守

◇
講
師
説
明
会

●
日
時　

平
成
25
年
２
月
２
日
㈯
午
後
１

時
30
分
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館
３
階
大
会
議
室

　

生
涯
楽が
く

習し
ゅ
う

上
田
自
由
塾
事
務
局

　
　

TEL
22
・
６
８
４
０

※「
未
来
へ
の
贈
り
物　

上
田
の
お
宝
発

見
！
」、「
情
熱
地
域
」は
休
載
し
ま
し

た
。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

＜広告欄＞

募
集



四ツ葉ス
ケッチ

　10月19日、ひとまちげんき・健康プ
ラザうえだと海野町ふれあいサロンの間
で、保育園・幼稚園入園前の子どもと保
護者93組がハロウィンの仮装行列を行
いました。
　このイベントは、上田市子育て家族
応援事業実行委員会のサークル支援事
業として、子育て支援団体with：mom
（ウィズ マム）が企画したもので、市内
の子育てサークルが合同でイベントを行
い、サークル同士の交流をしようと開催。
ウィズ マムの同イベント担当の小池純
子さんは、「小さい子どもを持つお母さ
んに横のつながりを持ってもらえればと
思います」と目的を話します。
　当日は、三角錐

すい

の帽子やマント、かぼ
ちゃの衣装などで仮装した可愛らしい子
どもたちが行列し、ひとまちげんき・健
康プラザうえだの会議室や海野町ふれあ
いサロンのチェックポイントでお菓子を
もらい、笑顔を見せていました。
　長女の優

ゆ

衣
い

ちゃん（２歳）と参加した甲
田真

ま

紀
き

さん（上田原）は「親子で仮装して
青空のもとで、皆と一緒に歩いて、とて
も楽しかったです」と感想を話していま
した。

か
わ
い
ら
し
い
子
ど
も
た
ち
が
街
を
歩
く

Let's

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
行
列

高校野球の名将が語る

　

11
月
７
日
、
丸
子
文
化
会
館
で
地
域
の

青
少
年
健
全
育
成
に
関
わ
る
方
な
ど
を
対

象
と
し
た「
子
ど
も
の
明
日
を
考
え
る
集

い
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、

毎
年
11
月
の「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

強
調
月
間
」に
あ
わ
せ
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
長
年
地
元
の
丸
子
実
業

高
等
学
校（
現
丸
子
修
学
館
高
等
学
校
）を

始
め
、
各
地
の
県
立
高
校
や
佐
久
長
聖
高

等
学
校
の
野
球
部
監
督
と
し
て
、
各
校
を
甲
子
園

に
導
き
、
昭
和
40
年
に
丸
子
実
業
高
等
学
校
と
し

て
夏
の
甲
子
園
ベ
ス
ト
８
、
平
成
６
年
に
は
佐
久

高
等
学
校（
現
佐
久
長
聖
高
等
学
校
）で
夏
の
甲
子

園
ベ
ス
ト
４
入
り
を
果
た
し
た
名
将
中
村
良よ
し

隆た
か

さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、「
甲
子
園
に
夢
を
か
け
る
青

春
像
」と
題
し
て
、
青
少
年
健
全
育
成
に
つ
い
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
野
球
部
監
督
な

ら
び
に
社
会
科
の
教
諭
と
し
て
、
多
感
な
思
春
期

の
若
者
を
数
多
く
指
導
さ
れ
た
経
験
の
中
か
ら
、

生
徒
た
ち
の
個
性
を
生
か
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
や
、
逆
に
生
徒
た
ち
か
ら
学
ん
だ

こ
と
な
ど
、
様
々
な
実
例
に
基
づ
い
た
お
話
し
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

１
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
は
、
メ
モ
を
と
り

な
が
ら
熱
心
に
聴
き
入
り
、「
次
回
も
中
村
さ
ん

の
話
を
聞
い
て
み
た
い
」、「
こ
れ
か
ら
の
子
育
て

世
代
に
、
ぜ
ひ
聞
い
て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

青少年の健全育成を考える講演会
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　10月24日、武石小学校６年生50人が、武石財産区有林
でマツタケの収穫体験をしました。この体験教室は、山に
囲まれた武石地域に育つ子どもたちに、山の恵みに感謝す
る心と、森林に対する親しみを持ってもらいたいとの願い
で、市、財産区と小学校が協力して十数年前から行ってい
るものです。
　この日、子どもたちは小さなものから、子どもたちの顔
くらいに傘が開いた大きなものまで、マツタケ約3.5㎏を
収穫。指導員に採り方を教えてもらい、マツタケを踏まな
いように、山の斜面を慎重に移動しながら収穫しました。
初めてマツタケを採ったという児童は、「折れないように
採るのに緊張した」、「いい匂いがする」と、慎重にマツタ
ケを持ちながら、匂いを楽しんでいました。
　収穫したマツタケは、10月29日の給食でマツタケご飯
にして、全校生徒で味わいました。マツタケご飯を食べた
児童は、「マツタケのいい匂いがしたので、おかわりをした」
とうれしそうに話してくれました。

　

15
周
年
を
迎
え
た
信
州
真
田
六
文
銭

太
鼓
保
存
会
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

10
月
28
日
に
真
田
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
真

田
氏
の
隆り
ゅ
う

盛せ
い

の
礎い

し
ず
え

を
築
き
上
げ
た
真
田

幸
隆
公
の
活
躍
を
表
現
し
た「
真
田
ば

や
し
」や「
砥と

石い
し

攻
め
」な
ど
10
曲
か
ら

な
る「
組
曲　

真
田
の
里
」を
演
奏
し
ま

し
た
。
ま
た
、
曲
の
合
間
に
は
、
劇
団

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｂ
Ｏ
Ｗ
Ｚ
が
演
奏
曲
目

に
ち
な
ん
だ
寸
劇
を
演
じ
、
戦
国
時
代

の
世
界
観
を
一
層
盛
り
上
げ
、
市
内
外

か
ら
集
ま
っ
た
大
勢
の
観
客
は
、
幻
想

的
な
光
の
演
出
の
中
で
の
勇
壮
な
太
鼓
の
演
奏
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

太
鼓
の
演
奏
で
真
田
地
域
の
魅
力
を
広
め
た
い
と
地
域
の
有
志
が
集

ま
り
発
足
し
た
保
存
会
は
、
現
在
大
人
16
人
、
子
ど
も
13
人
で
活
動
。

発
足
時
か
ら
の
メ
ン

バ
ー
で
現
在
会
長
を

務
め
る
小
林
豊
子
さ

ん（
岡
保
）は
、「
地

域
の
皆
様
の
ご
厚
意

と
ご
協
力
で
太
鼓
な

ど
も
整
備
で
き
、
活

動
を
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
地
域
に

育は
ぐ
く

ん
で
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
し
、
真

田
氏
が
こ
の
地
か
ら

勢
力
を
伸
ば
し
て

い
っ
た
よ
う
に〝
真

田
六
文
銭
太
鼓
こ
こ

に
あ
り
〞と
言
え
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

太鼓演奏で真田地域の魅力を発信

地域に育まれた15周年に感謝

マ
ツ
タ
ケ
収
穫
体
験

山
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち
に
！
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この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙を使用しています。

市政提言電話（留守録）：0268・25・2539　市政提言FAX：0268・23・5111  
市政提言メール：mayor@city.ueda.nagano.jp
上田市ホームページURL：http：//www.city.ueda.nagano.jp/

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。

広
報
う
え
だ 

１
６
１
平
成
24
年
12
月
１
日
号（
毎
月
１
日
・
16
日
発
行
）
編
集　

上
田
市
秘
書
課　

〒
３
８
６

－

８
６
０
１
長
野
県
上
田
市
大
手
１

－

11

－

16  

TEL
０
２
６
８
・
22
・
４
１
０
０  

FAX
０
２
６
８
・
23
・
５
２
４
１

No.

（　）内は外国人の人数です。
人口：162,204人　男：79,247人　女：82,957人　世帯数：65,391世帯
　  　　（3,759人）　   　（1,739人）　  　（2,020人）

人の動き（平成24年11月１日現在）

10月８日、県大会で
金賞受賞後、ビック
ハット前で。

10月17日、市長が
激励に訪れ、体育
館で演奏を披露。

　

丸
子
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
41
人
は
、
10
月
８
日
に
長
野
市

ビ
ッ
ク
ハ
ッ
ト
で
開
か
れ
た
長
野
県
吹
奏
楽
連
盟
主
催
の
第

25
回
長
野
県
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
中
学
校
パ
レ
ー
ド
コ

ン
テ
ス
ト
の
部
で
金
賞
を
受
賞
し
、「
第
26
回
マ
ー
チ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
東
海
大
会
」へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

同
校
吹
奏
楽
部
は
平
成
15
年
度
か
ら
マ
ー
チ
ン
グ
に
取
り

組
み
、
こ
れ
ま
で
も
東
海
大
会
や
関
東
大
会
へ
出
場
し
ま
し

た
が
、
今
年
も
顧
問
の
先
生
方
の
指
導
で
技
術
を
磨
い
て
き

た
結
果
、
出
場
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

出
場
決
定
後
の
10
月
17
日
に
は
、
母
袋
市
長
が
実
際
の
演

奏
を
観
る
た
め
に
当
校
に
訪
問
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
市
長
か

ら
激
励
を
受
け
、
次
の
大
会
へ
の
よ
り
一
層
の
励
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

10
月
28
日
に
長
野
市
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
で
開
か
れ
た
東
海
大

会
は
、
県
代
表
５
中
学
校
と
愛
知
、
静
岡
、
岐
阜
、
三
重
の

４
県
代
表
、
計
13
校
が
出
場
し
、
30
ｍ
四
方
の
競
技
場
で
演

奏
し
な
が
ら
タ
ー
ン
や
技
術
の
正
確
さ
な
ど
を
競
い
、
当
校

は
銀
賞
を
受
賞
。ま
た
、11
月
10
日
に
は
、審
査
基
準
が
異
な

る「
第
47
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

関
東
大
会
」に
も
出
場
し
、
同
じ
く
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

部
長
の
滝
沢
夕ゆ
う

陽ひ

さ
ん（
3
年
）は
、「
今
年
は
人
数
も
増

え
、
限
ら
れ
た
練
習
時
間
の
中
で
、
部
員
一
丸
と
な
り
毎
日

練
習
し
て
き
ま
し
た
。
県
大
会
で
は
金
賞
を
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
細
か
い
部
分
の
練
習
を
重
ね
、
東
海
大
会
や
関
東
大
会

に
臨
み
ま
し
た
。
３
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
大
会
と
な
り

ま
し
た
が
、
悔く

い
の
無
い
、
精
一
杯
の
マ
ー
チ
ン
グ
が
で
き

ま
し
た
」と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

丸
子
北
中
吹
奏
楽
部
が
県
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
で
金
賞
受
賞

記
事
投
稿
／
丸
子
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
保
護
者
会

災害や安全・安心に関する情報をいつでも、どこでも

緊急情報はメール配信で
登録は、次のアドレスに空メールを送るか、
右の二次元バーコードをご利用ください。
mail_reg@www.city.ueda.nagano.jp
　  秘書課　TEL23・5149 登録アドレス

ご意見をお寄せください
「広報うえだ」へのご意見・ご要望などを
お寄せください。▲

郵送　〒386・8601　住所不要　上田市秘書課宛▲

TEL　23・5149　

▲

FAX　23・5241▲

Eメール　koho@city.ueda.nagano.jp
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